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論文の概要及び判定理由 
 本研究は、燃料電池用カソード触媒としての白金担持カーボンの触媒活性を、カーボン

担体と白金触媒の相互作用を利用して高性能化（高活性化、高耐久化）を図るための基礎

研究である。具体的には、熱処理によってカーボン担体の表面状態を変化させることで、

その上に担持される白金触媒の活性に及ぼす影響を検討することで進められた。白金をカ

ーボン上に担持する方法として、白金錯体をカーボン担体に吸着させて低温で液相還元さ

せる方法を採用し、この方法に適した白金錯体として Pt(NH3)2(NO2)2 を選定した。ORR
面積比活性は、カーボンの熱処理温度に依存して変化し、1500℃の熱処理で最大の活性を

得た。この ORR 面積比活性は CV で 0.12 V 付近に出現した Pt(110)由来と推定される水

素吸着波の電気量と良い相関があることを明らかにした。より詳細にカーボンの白金への

影響を検討するため白金担持率を下げた白金担持カーボンを作製した。熱処理をしたカー

ボンを用いた白金担持カーボンは、原子状白金が担持されていることが確認され、この原

子状白金が高活性化、高耐久化の原因と推定した。カーボンは熱処理によって含酸素官能

基と水素の消失と炭素六角網面の成長が起きており、1500℃の熱処理では炭素六角網面の

成長過程で形成された欠陥が残っていると考えられる。以上の内容は、カーボン担体の熱

処理による燃料電池用カソード触媒の高性能化できることを示しており、博士（工学）の

学位に値するものと判断した。 
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